
 

 

 

 

 

  

 
                    
                   南公民館前庭の梅の木が満開の花で紅く色づき、朝夕の風にも心なし 

か温もりが感じられるようになりました。今日３月５日は、二十四節気

のひとつ「啓蟄（けいちつ）」です。啓には「開く」という意味が、蟄

には「土の中で冬ごもりしている虫」という意味があり、大地が温まり、

冬眠していた虫たちが外に這い出る時季を表しているそうです。 

                   まだまだ冬物衣料や暖房が手放せない気候ではありますが、これから

一雨ごとに気温も上がり、日差しも暖かさを増していくことでしょう。 

                   花粉症をお持ちの方にはつらい季節かもしれませんが、やはり春が近

づくと心もウキウキしてきますよね。 

一方で、国内では新型コロナウイルスの感染拡大が続いています。公民館といたしましても、来館者の皆さん

の安全対策を万全にしながら、適切な管理運営に努めてまいりますので、皆さんにおかれましても個人や家族で

できうる最大限の自己管理を実施していただき、感染の拡大防止に取り組んでいきましょう。 

 
 

去る２月２０日（木）、西那須野中学校地域学校協働本部の本年度２回目の会議が西那須野公民館で開催されま

した。当日は、校区内の各コミュニティ会長、小学校長及び地域連携教員、地域学校協働活動推進員、公民館職

員など関係者が一堂に会し、新年度から本格的に実施される本部事業の方針や計画などを話し合いました。 

南地区においては、これまで実施してきた南小のスクールボランティア事業の更なる充実を図り、また、地域

行事等への中学生の積極的な参加促進について取り組んでまいりたいと考えております。 

                  この事業は、地域全体で子どもたちを育てることによって、大人たちも  

協力しながら住みよい地域づくりを実現することが大きな目的です。 

                  事業内容等は、学校だよりやみなみのひろばなどでお知らせしますので、

是非多くの皆さんの御協力をお願いします。なお、南地区の推進員として

昨年度に引き続き、関谷括実さん（二区町）、遠藤優美さん（一区町）に

担当していただきます。お二人とも、よろしくお願いいたします。 

みなみのひろば 
＜発 行＞ 

南地区コミュニティ・南公民館 

連絡先 36 －7341 

R２.３.５ 第４３１号 

 

 

【新型コロナウイルス対策に関する公民館利用上の注意事項】 

●現段階においては、定例利用団体等に対して、特段利用（活動）の自粛を求めることはいたしま

せんが、各自うがい、手洗いを徹底し、入館の際には消毒液で手指の消毒をしてください。 

●利用（活動）日に発熱がある、咳が出るなど体調がすぐれない方（風邪の症状のある方）は、来

館を見合わせるようにしてください。 

●館内での活動中は適宜休憩時間を設け、室内の換気をこまめに行うなどの 

対応をお願いします。 

●不特定多数の方が参加する（参加者全員の的確な把握ができない）催し 

や集会等は、行わないでください。 

●市内で感染者が確認された場合など状況に変化が生じた場合には、公民館 

の利用（入館）制限を行いますのであらかじめ御承知おきください。 



 

 

 

 

少子高齢化や核家族化が急速に進行し、税収が減少する一方で社

会保障費等が増大するなど、私たちの生活環境が大きく変化してお

り、これまで自治体が担ってきた役割を、地域が協力して分担する

ことで持続可能な地域づくりを行うことが求められています。 

これからの地域づくりを進めるため、市では地区単位で「地域住

民助け合い事業」に取り組み始めていますが、南地区においてもこ

の事業を真に効果的に推進する必要があることから、去る２月２８

日（金）、コミュニティ主催による研修会を開催しました。 

当日は、南コミ役員、民生委員、南小PTA及び育成会役員など

総勢３０人が出席し、社協職員から説明を受けたあと、小グループ

に分かれて南地区の現状と課題などについて話し合いをしました。 

新型コロナウイルスの感染防止のため、参加者は全員マスク着

用、また、限られた時間での話し合いと、少し窮屈な研修会とはな

ってしまいましたが、日頃なかなか情報交換の場が持てなかった小

学生保護者の皆さんと、地区役員や民生委員がそれぞれの立場で意

見を交わすことができたのは大きな成果でした。 

住民同士の助け合いをするためには、当然、支援する側の人材確

保が必要不可欠です。今回の話し合いで浮き彫りになった地域課題

をどのように解決し、人材を育成していくのか、次年度以降もこの

ような研修を継続して開催し、検討していくことを確認しました。 

 

 去る２月２９日（土）、「スパイスから作る本格バターチキンカレーに挑

戦！」をテーマに、南公民館ではおそらく初めてとなる、男性のみを対象と

した料理教室を開催しました。当日は、地域内などから世代を越えたパパた

ち総勢１１人が参加し、講師の高倉希先生の指導のもと、玉ねぎの刻み、鶏

肉の処理の仕方なども含め、カレー作りの全般を学びました。 

 グループに分かれて、鶏肉をヨーグルトで漬け込んだりスパイスや塩加減

などを調整したりといった、少し高度な手順もありましたが、初めて顔を合

わせたメンバーもいる中、和気あいあいと楽しく取り組むことができました。 

 完成したカレーは、先生特製のドレッシングでいただくサラダと一緒に昼

食会で試食しましたが、市販のルーで

は味わえない本格的なカレーの出来栄

えに受講者一同大満足。 

                  この教室の成果を活かし、今後も男

性の公民館事業や地域活動への参加促

進を図ってまいりたいと思います。 

                  新年度からの更なる各種事業の展開

が楽しみになる、そんな「男の料理教

室」となりました。来年度もやるよ！ 

【南公民館からのお知らせ】 

令和２年度の公民館の定例利用に当たり、各サークルから提
出のありました利用希望調査票をもとに、コミュニティや公民
館等の事業予定との調整を行い、年間の利用許可を決定させて
いただきました。各サークルの代表者宛てに順次決定通知をお
送りしていますので、内容の御確認をお願いします。 
新年度も引き続き、公民館の適正な利用について御理解と御

協力をお願いいたします。 

ウエスを寄贈しました！ 
 
皆さんの御協力で作成し
たウエス１７箱分は、２月
１９日（水）に社会福祉協
議会の善意銀行に寄贈を
いたしましたので、御報告
をいたします。 


